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が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
早
川
さ
ん
は
「
寝
た
き

り
に
な
る
と
認
知
症
に
な
り
や
す

い
。
介
護
す
る
方
も
あ
ま
り
怒
ら

な
い
こ
と
が
大
事
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
江
村
さ
ん

は
寝
た
き
り
の
奥
さ
ん
の

介
護
を
さ
れ
、「
家
族
を
介

護
す
る
と
き
に
、
一
生
懸

命
に
な
る
と
介
護
す
る
方

が
参
っ
て
し
ま
う
。
大
事

な
の
は
軈
ほ
ど
ほ
ど
軋
と

い
う
こ
と
」
と
自
身
の
体

験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

や
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
、
介

護
に
対
す
る
知
識
を
広
め
た
い
方

な
ど
を
対
象
に
、「
南
丹
市
家
族
介

護
者
教
室
」
が
三
月
に
市
内
の
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
日
に
は
、
八
木
支
所
で
総

合
人
間
研
究
所
所
長
の
早
川
一
光

さ
ん
が
「
看
て
看
と
ら
れ
て
」
と

題
し
て
講
演
。
ま
た
、
八
日
に
南

丹
市
園
部
公
民
館
、
二
十
二
日
に

南
丹
市
日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
、
二
十
七
日
に
南
丹
市
美
山
文

化
ホ
ー
ル
で
、
前
高
槻
市
市
長
の

江
村
利
雄
さ
ん
に
よ
る
「
妻
の
介

護
は
私
が
や
る
　
寝
た
き
り
夫
人

の
介
護
体
験
記
」
と
題
し
た
講
演

三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一

週
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
、
南
丹
市

消
防
団
（
奥
村
睦
夫
団
長
）
で
は

二
月
二
十
五
日
に
八
木
支
団
で
、

三
月
一
日
に
園
部
支
団
、
三
月
四

日
に
は
日
吉
・
美
山
支
団
で
防
火

パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
ほ
か
、
園

部
・
美
山
支
団
で
は
非
常
招
集
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
美
山
支
団
で
は
、
地

域
の
高
齢
者
世
帯
を
団
員
が
訪
問

し
、
消
火
器
の
点
検
や
火
の
元
の

点
検
を
行
う
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
各
分
団
ご
と
に
火

災
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
、
参

加
し
た
団
員
た
ち
は
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
六
日
、
南
丹
市
高
齢

者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
、

民
生
児
童
委
員
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
か
ら
十
五
人
の
委
員
が
出
席

し
、
会
長
に
吉
田
義
一
さ
ん
、
副

会
長
に
覗
渕
八
重
子
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
南
丹

保
健
所
か
ら
南
丹
市
内
に
お
け
る

虐
待
は
近
隣
の
市
町
と
比
べ
て
少

な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

南
丹
市
で
も
虐
待
が
増
加
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
啓
発
活
動
や
地
域

と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
会
議
で
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

▲虐待防止の取り組みが話し合われました

▲自身の介護体験を語る江村利雄さん

▲美山支団で行われた火災想定訓練

家
族
の
介
護
は

軈
怒
ら
ず
軋軈
ほ
ど
ほ
ど
軋
に

ー
南
丹
市
家
族
介
護
者
教
室
ー

地域を火災から守る
ー春の火災予防運動ー

蜻
早
川
一
光
さ
ん
が
「
怒
ら
な
い
こ
と
が
大
事
」
と
講
演

地
域
と
連
携
し
虐
待
を
防
止

ー
南
丹
市
高
齢
者

虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー


